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食道癌に対するhelix pomatia agglutinin

結合性の免疫組織化学的検討

吉田 泰 憲  岡 村  健   白 日 高 歩

はじめに :Helix pomatia agglutinin(HPA)″ よ

Roman snail(helix pomatia)より抽出されるレクチ

ンの一種で,細 胞膜の糖鎖抗原 と選択的に結合する。

乳癌に対する HPAの 免疫組織学的検討で,HPA陽 性

211はリンパ節転移および遠隔転移を起 こしやす く,予

後不良である事が報告された1レ)。しかし食道癌ではこ

の点に関する報告はまだみられない。そこでわれわれ

は,食道癌に対する HPA結 合性と癌の浸潤・転移 との

関連性を検討した。

対象 と方法 :対象は当科にて切除手術を施行した原

発性食道癌のうち表在癌10例,進 行癌20例である。材

料は10%ホ ルマ リン液固定パラフィン包埋プロックよ

り厚 さ3μmの 薄切切片を作成 した。脱パ ラフィン後

0.3%H202加 メタノール液 にて内因性ペルオキシ

ダーゼを阻害し,次 いで ABC法 による HPA酵 素抗

体染色を行い HPA陽 性細胞の有無,程 度について検

索した。なお,病 理組織学的検討は食道癌取扱い規約

に従った。

結果 !HPAの 染色性の程度を陽性細胞の出現の有

無と分布の範囲から次の 4つ に分類した,(一 ):全 く

存在しないもの,(十 )1陽 性細胞が部分的にみられる

がその分布の範囲が癌巣の50%以 下のもの,(十 十)i

陽性細胞が部分的にみられるが癌巣の50%以 上に分布

しているもの,(十 十十)!癌 全体に分布するもの.m

癌 3例 中 2例 が (一), 1例 が (十)で ,sm癌 7例 中

6例 が (一), 1例 が (十)で あったのに対し,mp～ a3

癌20例中 (一)例 はなく,(十 ):8例 ,(十 +)!7例 ,

(十十十)i5例 であった。進行癌の (十)症 例では,

癌先進部に陽性細胞が多い傾向がみられた。 リ ンパ節

転移 との関係をみると(―)例では n。十nlが87.5%(7/

8)と 多いのに対し,(十 )お よび (十十)例 では n2が

多 く,そ れぞれ50%(5/10),57%(4/7)を 占め, さ

Fig. Immunohistological findings: Esophageal
cancer cells with HPA staining ; a, negative; b,
positive ( x 400)

らに (十十十)例 では n3以上が多 く60%(3/5)を 占め

た。

考察 t木研究の結果,表 在癌10例では HPA陽 性例

の頻度は20%に す ぎなかったが,mp以 上の進行 した

20例においては全例 HPA陽 性を示 し,ま た リンパ節

転移 も陽性細胞出現の程度に比例 して高度化 した こと

より,HPA陽 性細胞は乳癌のみならず食道癌の進展・

転移にも関与 していることが示唆 された。
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